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団体名 大阪府大規模災害リハビリテーション支援研究会 

活動テーマ 
災害時のリハビリテーション支援の普及とレベルアップのための研修会開催と指導者育成の取り組

み 

 

  

  

 

この活動は、災害時にリハビリテーションを必要とする方々への支援を円滑に行うため、その担い手となる人材

を育てることを目的としています。日本災害リハビリテーション支援協会（JRAT）は 2013年から被災地での支援を行

っていますが、現時点では教育体制が十分とは言えません。そこで大阪では、私たちが中心となって、実際の災害

現場に役立つ知識や技術、心構えを学べる研修を継続的に実施しています。特に、避難所での支援や障がいのあ

る方への対応、支援活動を支える体制づくりなどは、通常の教育機会では学びにくいため、1年を通じて学べる機会

をつくっています。 

また、こうした活動を続けていくには、教える立場の人を育てることも大切です。大阪での指導者を増やすととも

に、近隣府県とも連携して、互いに助け合えるしくみづくりにも力を入れています。 

研修としては、地域保健・福祉の災害対応を学ぶ「BEHELP」と、こころの応急手当てを学ぶ「PFA」をそれぞれ年 2

回ずつ開催しました。このうち BEHELPの 1回は、コロナ禍でオンライン開催された内容を改めて対面で実施し、受

講者・指導者ともに実践的な学びが得られたと好評でした。 

そのほかにも、リハビリテーション職の専門学校での講義を 2 回実施し、大阪 JRAT が企画した研修会にも共催

という形で関わりました。さらに、近畿ブロックでの防災訓練にも大阪 JRAT の一員として参加し、実際の災害対応

や関係機関との連携を現場で体験しました。 

また、頸髄損傷の当事者の方々との合同研修会では、災害時の個別避難対策について、多方面からの意見を持

ち寄り、活発な意見交換を行いました。 

 


